
2004お年玉検証
お年玉相場は復調の兆し

今年子供が親からもらったお年玉平均額は6033円。昨年の7415円に比べると約1400円の
マイナス成長だ。ただし、もらった総額は平均2万8403円で昨年より約2000円アップしている。
子供の年齢別にみると、平均値を押し上げているのは5歳以下の未就学児。総額3万円以上
が36％になっている。過去2回の調査と比べると、子供がもらった総額は1万円未満が若干減
り、3万円以上が微増(図)。昨年よりもお年玉が増えたという回答も43％で、減った18％を大
きく上回っている。

お年玉をあげた相手は1位が甥姪の69％、ついで自分の子供64％。自分の子供にはあげ
ない家庭も4割近い。甥姪にあげたお年玉の平均額は5084円。「0歳児にまでお年玉をあげる
のは納得がいかない」と思いながらも親の付き合いであげざるを得ないのが現状だ。
子供がもらったお年玉は、中学生になると、全額子供自身が管理している割合が半数以上
になる。小学生でも全額親が管理しているのは3割に過ぎない。多くの子供が、お年玉を自分
の意思で何かしらの購入に当てている。
その購入品のトップは、男子はゲームソフト、洋服の順で、女子になると順位が逆転する。
年齢別にみると小学生ではゲームソフトの支持が圧倒的に高く、中学生以上は洋服。これら
の商品は58％が1月中に購入され、正月に子供たちに分配された現金の多くが、1月中に市
場に出回ったと思われる。

＜調査概要＞

•リビング新聞の女性サイト「えるこみ」で2004年1月22日～30日にアンケートを実施。2195件
の中からプロフィルが明確な子供のいる既婚女性450件を抽出
•年齢構成 20代16.7％、30代32.9％、40代34.2％、50代16.2％
•職業構成 主婦専業72.5％、パート・アルバイト勤務17.1％、フルタイム勤務6.2％、自由・自
営業2.2％、在宅ワーカー1.3％、その他0.7％
•子供(第一子)の年齢 0歳～5歳29.8％、6歳～12歳29.6％、13歳～19歳21.3％、20歳以上
19.3％
•子供の性別 男53.8％、女46.2％
•居住地域 関東53.5％、関西35.8％、その他10.7％

＜調査項目＞

1.今年お年玉をあげたか （年代別）（長子の性別）（長子の年齢別）（エリア別）
2.あげた相手 （年代別）（エリア別）
3.長子にあげた金額 （年代別）（長子の性別）（長子の年齢別）（エリア別）
4.姪甥（一番年長の子）にあげた金額 （年代別）（エリア別）
5.あげた相手・その他 （年代別）（エリア別）
6.その他の子供にあげた金額 （年代別）（エリア別）
7.今年あげたお年玉の総額 （年代別）（エリア別）
8.あげた総額・昨年比 （年代別）（エリア別）
9.長子がもらったお年玉総額 （年代別）（長子の性別）（長子の年齢別）（エリア別）
10.長子がもらったお年玉総額・昨年比 （年代別）（長子の性別）（長子の年齢別）（エリア別）
11.長子は誰からもらったか（子供から見た関係） （年代別）（長子の性別）（長子の年齢別）
（エリア別）
12.長子は誰からもらったか・その他 （年代別）（長子の性別）（長子の年齢別）（エリア別）
13.長子がもらったお年玉はどうしたか （年代別）（長子の性別）（長子の年齢別）（エリア別）
14.長子がお年玉で買ったもの （年代別）（長子の性別）（長子の年齢別）（エリア別）
15.長子がお年玉で買った場所 （年代別）（長子の性別）（長子の年齢別）（エリア別）
16.長子がお年玉で買った時期 （年代別）（長子の性別）（長子の年齢別）（エリア別）
17.子供名義の貯金口座はあるか （年代別）（長子の性別）（長子の年齢別）（エリア別）
18.子供名義の口座がある金融機関 （年代別）（長子の性別）（長子の年齢別）（エリア別）
19.お年玉について思うこと （年代別）（エリア別）
20.子供の人数 （年代別）（長子の性別）（長子の年齢別）（エリア別）
21.長子の性別 （年代別）（長子の性別）（長子の年齢別）（エリア別）
22.子供にとって祖父母はいるか （年代別）（長子の性別）（長子の年齢別）（エリア別）
23.孫はいるか （年代別）（エリア別）
24.孫の人数 （年代別）（エリア別）
25.年長の孫の性別 （年代別）（エリア別）
26.年長の孫の年齢 （年代別）（エリア別）
27.職業 （年代別）
28.エリア （年代別）
29.年代 （長子の年齢別）

調査期間：2004年1月22日～30日／調査対象：全国、子供がいてお年玉をあげた20代～50代の既婚女性
調査方法：リビング新聞の女性サイト「えるこみ」でのアンケート ／集計数：450人

「お年玉調査（2004年/全国）」
アンケートサマリー

リビングくらしHOW研究所 女性の意識と行動を分析・研究する、リビング新聞グループのマーケティングカンパニーです。
あらゆる消費の中心に存在する女性生活者と、より深く、効果的なコミュニケーションを実現するための情報を発信してい
ます。
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